
１　店舗機能補完のため移動店舗車を運行

郵政民営化の見直しのなかで、全国遍
あまね

く金
融サービスを提供する郵便局の「ユニバーサ
ル・サービス」の必要性が改めて強調された。
それが、政府の関与を再び強化する一方、競
争条件は逆に郵貯に有利に緩める方向性を採
ることの大義名分の一つになった。しかし、
郵便局のみが地域金融サービスを支えている
わけではない。JAはじめ地域金融機関は過疎
化・超高齢化する営業基盤のもとで、内部管
理態勢の充実や顧客対応のレベルアップ要求
と、コスト効率化の両面追求を迫られながら、
それに向き合い、地域の金融ニーズに応え利
便性向上に努めている。それは採算性の尺度
だけでははかり切れない社会的責任の発揮の
姿勢に基づくものだ。
以上の状況下、JAバンクでは地域の金融ニ

ーズ・実情をくみ取り、有人店舗の補完手段
として移動金融店舗車を運用する事例が全国
に20数か所存在する。本稿では「ちょきんぎ
ょ号」と命名された移動金融店舗車を運用し、
組合員等利用者から評価を得ている静岡県浜
松市の遠州中央農協（以下「同JA」)の取組み
をお伝えしたい。

２　山手線エリア21個分の広域ＪＡ

同JAは、92（平成４)年に12JAが合併し誕
生した。現在は天竜川東側の磐田市、袋井市、
森町と浜松市・天竜区を管内とする。遠州灘
を臨む太平洋岸から長野県境までの南北約
80km、東西約20kmの管内面積は約1,350km2。
山手線エリアが21個分入る広域であり、太平
洋岸の平野部から天竜区を中心とする山間部
まで特色・地域性を有する（第１図)。
合併以降、経営基盤強化や窓口サービス充

実などのため、金融店舗の統廃合が進められ
た。それは厳しい苦渋の決断だったが、理解
が得られ店舗統廃合を進めることができた。
ただし、山間部は平野部に比べ店舗までの距
離や時間の長さや地形の険しさなど物理的に
利用環境はどうしても劣る。店舗統廃合後の
山間部の組合員等利用者への影響を軽減する
とともに地域に根ざした活動実践を引き続き
深めていくことを念頭に、同JAは有人店舗の
補完機能を提供するものとして山間部を回る
移動金融店舗車の導入を決定。04年10月の運
用開始から今年で７年目を迎えた。
もちろんJA店舗から渉外担当が出向き、必

要な金融サービスを提供するきめ細やかな態
勢をとっている。また、同JAのATM網に加
え提携ATM（無料化拡大)のATMネットワー
ク整備も進みキャッシュ・ポイントは拡充さ
れてきた。インターネットバンキング「JAネ
ットバンク」も利便性向上の一助となろう。
しかし、地域の中心地にいつもの時間、移動
金融店舗車が来て対面で金融サービスをして
くれるという安心感は大きい。特に高齢者層
にとっての利用度は高く、満足度向上に役立
っている。
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第1図　遠州中央農協の管内地図 
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３　月に1,400km走り利用者に応える

同JAの移動金融店舗車は、青地にJAバンク
のメインキャラクターの赤い「ちょきんぎょ」
が散りばめられ目立つ色合いだ。遠目からで
も「ちょきんぎょ号」が来ていることがすぐ
分かる（写真１)。
「ちょきんぎょ号」は３名体制で運用。責
任者、オペレーターのほか、最寄り店舗から
渉外担当が１名出向き一緒に応対する。貯金
（当座性・定期・定積)の入出金と新規・解約、
為替送金、共済の掛金受入れの取扱業務のほ
か、ローン・年金振込指定などの相談業務も
行う。
利用者へは、年間運行スケジュールを事前

に公表・交付している。今年（10年)度は１か
所２時間ずつの営業時間で、週に９か所を回
る。事情のある日を除き平日は毎日稼動して
いる状況だ。防犯態勢も警察との連携の上し
っかりとっており、万が一に備えたものとな
っている。「ちょきんぎょ号」は基幹支店で
ある天竜支店に置かれている。同支店から最
も遠隔な場所までは往復80kmを走る。この結
果、月間走行距離は1,400km程度に及ぶ。

４　推進活動にも効果を発揮

「ちょきんぎょ号」は事務処理の場にとど
まっていない。前述のように相談業務を行っ
ているが、顔見知りの渉外担当もいることで、
顧客の求めに応じ臨機応変なサービス対応が
できるとともに、相談・要望を受け次の取引
に結び付くケースも少なくない。夏・冬の特
別運動時などには推進の成果も上げている。
利用者は場所や時期によりばらつきがある

が、１か所２時間で10～20人程度の利用があ
る。１名ずつ車内に入ってもらい、待合スペ
ースで事前に用意をしておいてもらう。かな
り繁忙な場合もあるが、利用者の協力もあり
予定時間で受付けをほぼ終了。車内で現金確
認等の必要処理まで終え、応対終了時間後15

～20分程度で帰途につくことができるという。

筆者が同行した天竜区春野の営業場所は、
通帳繰越しもできるATMを備えているが、
コミュニティーバスの停留所にもなっている
ことから対面サービスを求める高齢者の方が
立ち寄ることも多い。雨が降る当日も組合員
関係だけでなく地元の学校や機関、会社の利
用者もあり、ほぼ切れ目なく利用者が訪れて
いた。付言すれば、管内では磐田信用金庫も
信金業界唯一の移動金融店舗車を運用してい
る。民間のJAと信金が地域の金融ニーズをく
み上げ、移動金融店舗車という仕組みを活用
している。
遠州中央農協は、組合経営層からのJA活動

全般にわたる情報発信と「年金友の会」など
を通じた利用者コミュニケーションの活性
化、窓口金融サービスの提供と渉外担当によ
る訪問活動の的確なタイアップ、利用者の関
心を引く貯金やローンの商品開発により力強
い展開を進めている。その力強い展開のなか
で、地域の金融ニーズに寄り添いながら移動
店舗車を運用していることも、利用者の満足
度向上において特筆されることだ。それによ
り、地銀や信金、郵便局との激しい競争環境
下、利用者の心をとらえることにもつながっ
ている。

(わたなべ　のぶとも)
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